
令和８年度愛媛県農業会議事業計画

１．情勢と課題

昨年11月末に公表された2025年農林業センサスでは、５年前の調査時から個人経営の基

幹的農業従事者数は過去最大の25.1％減少（愛媛県：25.7％減少）し、65歳以上が69.5％

（愛媛県：72.9％）を占め、平均年齢も67.6歳（愛媛県：69.1歳）とされ、農業・農村を

持続的に維持・発展させていくためには、多様な担い手の確保・育成と農地の利用促進が

喫緊の課題であることが明らかとなった。

こうしたなか、農業委員会組織は、関係機関・団体と連携を図り、新規就農者をはじめ

とする多様な担い手の確保・育成に取り組むとともに、各市町が策定した「地域計画」の

実行（実現とブラッシュアップ）に向けて地域の話し合いへの参画や目標地図の変更素案

の作成、農地の出し手・受け手に対する農地利用の意向把握を進めていく必要がある。

とりわけ、地域計画の実行にあたって農業委員・農地利用最適化推進委員は連携して、

目標地図で将来の担い手が特定されていない農地の解消に努めるとともに、地域の合意形

成を図りながら農地中間管理事業を積極的に活用した担い手への農地の集積・集約化を加

速させるなど、「農地利用の最適化活動」を一層促進し、目に見える成果を積み上げてい

くことが求められる。

一方で、今年度は地域計画の実行における新たな農業委員会の役割・機能の法定化や権

能の異なる農業委員と農地利用最適化推進委員の併存配置の問題、農地法や農地中間管理

事業法など農地関連法制の５年後見直しの議論が本格化することから、農業委員会の体制

整備や農地の適正かつ効率的な利用を目指した法律改正へ適切に対応していかなければな

らない。

このため、本会は、こうした農業委員会の活動が地域の実情に即して円滑に推進され、

実効あるものとなるよう、関係機関・団体の会員組織との連携を図り、農業委員会の活動

をサポートするとともに、農業委員会ネットワーク機構としての役割と機能をさらに発揮

し、地域農業の健全な維持・発展に寄与するものとする。

２．重点活動事項

上記の情勢と課題を踏まえ、一般社団法人愛媛県農業会議は、農業委員会ネットワー

ク機構として、市町農業委員会及び関係機関・団体の会員組織等との一層の連携のもと

で、以下の事項を重点事項として現場重視の取り組みを展開していく。

（１）農業委員会組織と活動体制の整備・強化

（２）農地法制の５年後見直し等に向けた対応

（３）農地利用の最適化に向けた取り組みの強化

（４）担い手の確保・育成対策と経営確立対策の推進

（５）農業者・地域の声を積み上げた政策提案活動の推進

（６）女性農業委員の登用促進に向けた取り組みの推進

（７）農業・農村に関する情報提供活動の推進



３．事業計画

（１）会議の開催

① 総会、理事会、監査会の開催

② 常設審議委員会の開催

③ 農業委員会会長及び事務局長会議の開催

④ その他必要な会議の開催

（２）法令所掌業務の実施

農地法その他の法令の規定により農業委員会ネットワーク機構が行うものとされた法

令所掌業務を適正かつ公正に実施する。

① 農地法に定める事項

② 農業経営基盤強化促進法に定める事項

③ 農業振興地域の整備に関する法律に定める事項

④ 土地改良法に定める事項

⑤ 農業者年金基金法に定める事項

⑥ その他関係法令に定める事項

（３）農政対策等の推進

① 農業の国際化に向けた取り組み

米国のトランプ大統領が打ち出した関税重視の政策転換が世界の自由貿易体制に

大きな影響を与えるなかで、農産物輸出の促進と重要品目等の再生産を可能とする

万全な国内対策を求める取り組みを関係機関・団体等と連携しながら実施する。

② 関係行政機関等に対する意見の提出等

農業委員会による「農業者等との意見交換会」の開催や、ＪＡグループをはじめ

とする農業団体や認定農業者等の農業経営者組織と連携を図り、農業・農村現場の

声を幅広く積み上げ、関係行政機関等に対する政策提言や農地等利用最適化推進施

策の改善に関する意見の提出等に取り組む。

③ 中山間地域農業対策への取り組み

中山間地域の農業が持つ多面的な機能や役割の維持・向上と多様な農業の担い手

確保のため、日本型直接支払制度(多面的機能支払、中山間地域等直接支払、環境

保全型農業直接支払)、有害鳥獣対策等の施策の拡充・強化に向けた取り組みを関

係機関・団体と連携を図りながら実施する。

④ 予算対策への取り組み

全国農業会議所と連携し、農業委員会組織予算や農地・担い手対策予算、農山漁

村の活性化に向けた予算の確保に万全を期すとともに、農業委員会に対しては農業

委員会関係予算（「農地利用最適化推進事業」及び「機構集積支援事業」）の積極的

な活用を働きかける。



⑤ 税制対策への取り組み

政府の来年度税制改正に向けて、市町農業委員会、農業経営者組織等から農業・

農村現場の実態を踏まえた農業関連税制に対する改正要望を積み上げ、必要な関連

税制の創設と適用期限が到来する特例措置の継続延長等に向けた取り組みを実施す

る。

（４）農業委員会組織と活動体制の整備・強化

① 農業委員会制度の普及浸透

農業委員並びに農地利用最適化推進委員が農業及び農業者の代表として、地域に

密着した活動を展開し、農業委員会に課せられた役割が十分に果たせるよう、農村

現場への制度の普及啓発に取り組む。

② 農地利用最適化業務への支援

地域計画に位置付けられた農業を担う者等に農地が円滑に権利設定されるよう農

業委員並びに農地利用最適化推進委員による農地利用調整活動を支援するととも

に、タブレットを活用した農地の出し手・受け手の意向把握や活動記録の記帳等の

取り組みを促進する。

③ 地域計画（目標地図）の実行に向けた支援

農業委員会サポートシステムのデータ最新化及び更新と併せて同システムを活用

した目標地図の変更素案の作成、担い手が特定されていない農地の解消や農地の出

し手・受け手の意向情報を踏まえた農地の集約化等の地域計画の実行に向けた取り

組みを支援する。

④ 農地利用最適化推進指針の見直し等に向けた支援

農業委員会法に基づき農業委員会が作成する「農地利用の最適化の推進に関する

指針」の見直しや農地利用最適化活動の「目標設定」、「活動実績の点検・評価」及

び「公表」の取り組みを支援するとともに、農業委員会の日常活動に対する助言・

協力を行う。

⑤ 農業委員と農地利用最適化推進委員の併存配置問題等への対応

権能の異なる農業委員と農地利用最適化推進委員の併存配置問題の解消や地域計

画の実行における新たな農業委員会の役割・機能の法定化、農業委員会の体制整備

に向けて、農業委員会の意見を集約し、法律改正への働きかけを行う。

⑥ 農地等に関する相談窓口の設置

優良農地の確保・有効利用対策や遊休農地の発生防止・解消対策等を効果的に推

進するため、農地制度に関する相談窓口を設置するとともに、相談事例等の収集・

提供活動を実施する。

⑦ 女性委員の登用促進に向けた取り組み

愛媛県女性農業委員の会と連携を図り、令和８年度に改選が行われる農業委員会

に対して「女性委員が１人も登用されていない農業委員会の解消」、「１農業委員会

あたり複数の女性委員の選出」を目標に女性委員の登用促進に取り組む。

⑧ 農業委員会組織における人材育成の実施

農地制度等をはじめとする法令所掌業務の厳格な運用と適正な執行が図られるよ



う、農業委員、農地利用最適化推進委員及び農業委員会事務局職員に対する講習及

び研修会を開催する。

⑨ 農業委員会活動に対するフォローアップ活動の実施

農業委員会が実施する「農地利用最適化活動」の課題等を把握し、課題解決に向

けたフォローアップ活動を推進するとともに、農業委員会の許認可等業務が法令に

則して公平かつ公正・公明に執行されるよう助言・指導を行う。

⑩ 農業委員会活動の情報発信

農業委員会活動のさらなる「見える化」を目指して、農業委員会が策定・公表す

る活動目標及び実施状況（点検・評価）の取りまとめを行い、農業会議及び全国農

業会議所のＨＰ等を通じて幅広く組織内外に情報発信し、農業委員会組織・活動に

対する理解促進に取り組む。

⑪ 農業委員会事務局体制の強化

農業委員会職員の増員、農地制度等関係法令に精通した職員の養成等、農業委員

会事務局の体制強化に向けた取り組みを推進するとともに、農業委員会相互の広域

連携を図るための助言・協力を行う。

（５）優良農地の確保と有効利用対策の推進

① 優良農地の確保に向けた啓発活動等の実施

遊休農地の発生防止と解消対策、農地の無断転用防止、不法投棄対策等の啓発活

動を実施するとともに、農業委員会の利用状況調査（農地パトロール）による監視

活動への取り組みを徹底する。

② 農地の適正利用に向けての支援

農地の適正利用を確保するため、令和７年度に施行された改正農地法により新た

に農業委員会が行うこととなった農地の権利取得時における耕作者の属性確認業務

が適正に執行されるよう支援する。

また、農地法や農地中間管理事業法など農地関連法制の５年後見直しに向けた意

見集約等に取り組む。

③ 農地転用に係る手続きの厳格化への支援

農地転用に係る手続きの厳格化に向けて、新たに義務化された転用事業者の定期

報告や違反転用者の公表事務、営農型太陽光発電施設における下部農地の不適切利

用の措置などに対する農業委員会の取り組みを支援する。

④ 農地利用最適化に取り組む体制整備の支援

農業委員会が取り組む農地利用最適化活動と併せて一体的に推進する地域計画の

実現に向けて、市町、ＪＡ、土地改良区及び農地中間管理機構等の関係機関・団体

による協議体を組織するなどの推進体制の整備を支援する。

⑤ 農地利用最適化業務への支援

農業委員会が取り組む「農地利用の最適化業務」の活動状況を把握し、優良事例

の横展開を図るとともに、農地利用最適化推進事業（旧農地利用最適化交付金）や

機構集積支援事業など農業委員会組織予算の積極的な活用に向けて働きかけを行

う。



⑥ 担い手への農地の集積・集約化に対する支援

地域計画に位置付けられた多様な担い手をはじめ、行政区域を越えて広域的に経

営を展開する農業者と農地のマッチングが図られるよう農地の利用調整活動を推進

するとともに、農業委員会による農用地利用集積等促進計画の原案作成や作成要請

の取り組みを支援する。

⑦ 遊休農地の発生防止と解消対策等の推進

農地法の規定により農業委員会が行う農地の「利用状況調査」の着実な実施と「利

用意向調査」に基づく所有者等への指導の徹底を図るとともに、両調査時における

タブレットの活用促進や遊休農地解消事例の情報収集・提供活動に取り組む。

⑧ 所有者不明農地の利活用に対する支援

農業委員会が農地法等に基づき実施する所有者不明農地対策への取り組みを支援

するとともに、所有者不明農地の未然防止を図るため相続による農地の権利取得時

における届出や相続登記の申請義務化など制度の周知に努める。

⑨ 農地利用最適化推進運動の推進

農業委員会が行う「農地利用の最適化業務」の着実な実施に向けて、地域計画に

位置付けられた農業を担う者に対する農地の利用調整活動を促進するため、「えひ

め農地利用最適化推進１・１・１運動」に関係機関・団体と連携して取り組む。

⑩ 農業委員会サポートシステムの利用促進と公表事務の支援

農業委員会サポートシステムに登録された農地情報等の最新化と更新に向けた助

言・指導を行うとともに、同システムを活用した目標地図の変更素案の作成、農地

中間管理機構及び関係行政機関等への農地情報の提供事務を支援する。

（６）担い手・経営対策と新規就農・人材対策の推進

① 農業経営の合理化に向けた支援

認定農業者等の担い手を対象に、農業経営サポートセンター等の関係機関・団体

と連携して農業経営の発展や経営管理能力の向上、複式農業簿記記帳、青色申告制

度の普及・推進に関する研修会の開催及び現地指導等に取り組む。併せて、「イン

ボイス制度」や「知的財産制度」、「各種助成制度」など農業経営に関連する情報提

供を行い、農業者の農業経営の発展・合理化を支援する。

② 農業経営の法人化推進支援

農業経営の法人化を目指す個人経営者や集落営農組織等を対象に、経営の熟度に

応じた法人化の啓発や法人の設立・運営等に関する相談活動を実施するとともに、

関係機関・団体と連携し、法人設立に向けた研修会の開催及び現地指導を通じて農

業経営の法人化を支援する。

③ 新規就農等の支援

農地等の情報や農業法人等の求人・研修の受入情報、県や市町の就農支援措置な

どの就農・就業情報の収集・提供活動に取り組む。併せて、「農業法人協会」、「公

益財団法人えひめ農林漁業振興機構」等と連携し、農外からの新規参入及び農業法

人等への就農促進を支援するとともに、新規就農者の経営発展の支援に努める。



④ 農業者年金制度の普及・推進

地域計画の話し合いの場などを活用した農村現場への制度の普及定着と併せて、

若い農業者や女性農業者をはじめ地域計画で位置付けられた多様な農業者等を対象

に新規加入者の確保に取り組むとともに、農業者にとってより魅力ある制度となる

よう制度改善に向けた政策提案を行う。

⑤ 家族経営協定の普及・推進

農村現場における男女共同参画社会の実現を図るため、関係機関・団体と連携し

ながら農業経営の改善や就業環境の整備、円滑な経営継承等の実現に向けて家族経

営協定の普及・推進に取り組むとともに、農業者年金の政策支援加入の働きかけと

連携して農業後継者の確保・育成に努める。

⑥ 担い手と経営に関する相談窓口の設置

農業経営の合理化や法人化支援、集落営農の組織化支援、新規参入の促進など、

担い手及び経営対策を効果的に推進するための相談窓口を設置するとともに、関係

農業委員会等と連絡調整を図り現地指導を実施する。

（７）事務局担当組織の活動支援

① 認定農業者等経営者組織の活動支援

「愛媛県認定農業者連絡協議会」、「愛媛県農業法人協会」、「愛媛県農山漁村生活

研究協議会」など事務局担当組織の運営及び活動に対する支援・協力に努めるとと

もに、農業経営者の意見を農政や施策に反映させるための政策提案活動を実施する。

② 農業委員会関係組織の活動支援

女性農業委員の登用促進や農業委員会業務の適正化を図るため、「愛媛県女性農

業委員の会」、「愛媛県農業委員会職員研究協議会」及び「愛媛県農業者年金連絡協

議会」の事務局として、相互研さんや情報交換の推進に向けた取り組みを支援する。

③ その他組織の活動支援

「愛媛県農業改良普及事業連絡協議会」の事務局として、当該協議会の運営及び

組織活動を支援するとともに、農業改良普及事業との連携を強化する。

（８）農業一般に関する調査及び情報の提供

① 調査活動の推進

農業政策の立案に資するための農業構造に関する基礎調査等を実施し、調査結果

については農業委員会及び関係機関等に対し情報提供を行う。

○田畑売買価格等に関する調査

○農作業料金・農業労賃等に関する調査

○その他必要に応じた調査

② 全国農業新聞の普及拡大

農業委員会組織の情報紙である「全国農業新聞」を通して、農業委員会や農業委

員、農地利用最適化推進委員が実施する活動のほか、重要な農業施策、地域農業の

振興に関する取り組み事例等を組織内外に発信する。併せて、農業委員会活動や農

政への理解者の確保を図るため、全国農業新聞の普及推進を情報提供活動の中核的



な取り組みに位置づけ、引き続きその普及拡大に取り組む。

③ 全国農業図書の活用促進

農業委員や農地利用最適化推進委員の資質向上に資する研修資料、農業施策や農

地制度等を周知するための普及啓発資料、農地利用の最適化を推進するための参考

資料等として、引き続き「全国農業図書」の現地における活用の推進に取り組む。

④ 農業委員会による広報活動への支援

農業委員会広報誌「農業委員会だより」の発行や市町広報誌を活用した情報提供

など、農業委員会が農業者や地域住民に対して行う広報活動への取り組みを支援す

る。

４．補助事業等の実施

農地法その他の法令の規定により農業委員会ネットワーク機構が行うとされた法令所

掌事項を処理するとともに、「令和８年度事業計画」に掲げた業務を遂行するため、以

下の補助事業及び委託事業を実施する。

（１）農政活動事業

農業・農業者の利益代表機関として、市町農業委員会をはじめとする関係機関・団

体と連携しながら農政対策を推進するととともに、農業・農村現場の声を幅広く積

み上げ、関係行政機関等に対する意見の提出等を実施する。

（２）農業委員会ネットワーク機構負担金事業

農業委員会ネットワーク機構として、農地法に規定された農地転用に係る市町農業

委員会からの意見聴取に対する答申等を行うため、定例的に「常設審議委員会」を

開催するとともにその他法令所掌業務を処理する。

（３）機構集積支援事業

農業委員並びに農地利用最適化推進委員等に対する研修等を通じて、農地制度の適

正かつ円滑な実施・運用を図るとともに、農業委員会が行う農地利用の最適化の取り

組み及び農業委員会サポートシステムやタブレットの利用促進に向けて操作等の支援

を行う。

（４）所有者不明農地対策事業

地域計画の実行と農地の集積・集約の推進に向けて、県・農地中間管理機構と連携

しながら所有者不明農地制度に基づいて農業委員会が実施する解消の取り組みを支

援するとともに、解消事例の横展開を行う。

（５）農業委員会活動強化対策事業

農業委員会の運営・業務の円滑かつ適正な推進と活動強化を図るため、優良活動事

例の情報収集・提供、活動計画の策定や活動実績の評価・改善を支援するとともに、

農業委員会の体制強化及び業務推進上の課題等について研究・検討を行う。

（６）農業者年金業務指導等事業

農業者の老後生活の安定と福祉の向上に資するため、農業者年金業務の円滑かつ適

正な執行と新規加入者の確保に関して農業委員会に対する指導・協力を行うととも

に、関係機関・団体と連携し、加入推進部長を中心とした戸別訪問等による効果的

な加入推進活動を実施する。



（７）雇用就農資金

農業法人等が就農希望者を新たに雇用して、就農に必要な技術・経営ノウハウ等の

習得を図る実践的な研修に対する確認、指導・助言等を行い、農業における雇用就

農の促進・定着と経営を担う人材育成の支援に取り組む。

（８）情報提供推進事業

地域計画の実行や農地利用の最適化に向けた取り組みなど、農業委員会活動の横展

開とそのノウハウの共有、農業・農村現場への農政・農業施策の普及・浸透を図る

ため、全国農業新聞・全国農業図書等を活用した情報の提供活動を実施する。


